
（２）「自動車環境管理計画書制度」の見直しについて

東京都環境局
環境改善部自動車環境課
令和８年３月30日
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計画書制度の課題

・報告書の作成に対する負担感が先行
課題

対応

・ユーザーレビューにおいては、報告に係る手間に対する不満が多く見受けられる一方、肯定的な意見はほとんど見られず、負担感
が先行している。

・モチベーションを付与することで事業者の自主的取組を促進

・計画書・報告書の作成・提出に係る負担感の軽減

・ステークホルダーから評価される仕組みを構築
削減状況が優秀な事業者を掲示(公表）する機能の追加、検索機能の充実化等

・取組事例の効果的な共有
・事業者に対する更なる削減手法の提案（自動車環境管理指針の見直し）
・各事業者に対し、自主的削減目標の目安を個別に提示

・事業者サイトの改修によるQOSの向上
・提出様式の見直し（エラーチェック機能や転記補助ツールの追加など）

公表サイトの改修
による対応を検討

・定量的な効果測定のため、個別の車両情報や、給油量、走行距離といった、最も手間のかかる項目については、削減は不可能で
あり、抜本的な解決は困難 手間（コスト）に見合ったリターンの必要性

第1回検討会資料
再掲
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●計画書及び実績報告書作成の事業者負担軽減に向けて様式を見直し

・記述式からチェック式に変更し、記載量を削減

・類似の制度（グリーン経営認証制度）との共通化（取組項目名、内容等）を検討
グリーン経営認証と本制度との報告内容及び様式を比較し共通化を図り、
負担感を軽減

自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案１】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し
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自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案１】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し

●グリーン経営認証制度（類似制度）との比較

内容（類似点、相違点など）項目

・事業者の自主的な環境配慮行動の促進により、自動車使用に伴う環境負荷低減
（ただし、グリーン経営認証は任意の認証制度に対し、本制度は条例に基づく義務制度）

①制度目的

・運送事業者（トラック・バス・タクシー等）は両制度の対象
（本制度の約４割は貨物・旅客運送事業者）

②対象事業者

・低公害車（本制度は低公害・低燃費車）導入
・エコドライブ（燃費管理、教育等）等の取組

③自動車使用に
関する取組内容

・毎年度、環境に関する取組状況の報告が必要④報告頻度

類似の制度ごとに
毎年度異なる書類の提出が必要

【①類似点】
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自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案１】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し

●グリーン経営認証制度（類似制度）との比較

自動車環境管理計画書制度
（東京都）

グリーン経営認証制度
(公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財

団)

項目

・東京都の条例による義務制度・任意の認証制度（事業者の自主的参加）⑤制度の特徴

・事業者（都内に複数事業所を有する場合は、それらを
合算して提出）

・事業所⑥報告者

・燃費管理状況は、車両１台ごと
・エコドライブ等の取組状況は、チェックリストへのチェック方
式と記述記載

・燃費管理状況（走行距離、燃料使用量）
は、車両区分（最大積載量）ごと
・エコドライブ等の取組状況は、チェックリストへ
のチェック方式

⑦報告内容

・東京都独自様式による計画書及び実績報告書
※本制度においては、提出後の内容把握や集計業務等
のため、変更が難しい報告様式もあり

・グリーン経営推進マニュアルに基づく申請書
及びチェックリスト

⑧報告書類

制度ごとに必要とする報告内容が異なるため、共通化困難な事項はあるが、
可能な事項については、共通化を検討

【②相違点】
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自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案１】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し

＜計画書制度の報告様式＞

エコドライブや使用合理化について、
記述式での記入が必要

４　エコドライブの取組に関する報告事項【基本対策】

空ぶかし、急発進・急加速運転防止及びアイドリング・ストッ
プ等によりエコドライブの実施を徹底するほか、燃費の記録管
理をする事でエコドライブの実施の確認をした。また運行委託
業者に対してもエコドライブ実施について指示した。

エコタイヤ（グリーン購入ガイドで規定している転がり抵抗係
数が7.7以下のタイヤ）を導入する事で燃費の向上を図った。

日々の運行前点検・定期点検の確実な実施を徹底し、車両の性
能維持に努めた。また運転日報を作成し燃料消費量などチェッ
クし、適正な燃費の維持に努めた。

内　　　　     　　　　　　　　容

サンプル
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自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案１】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し

８　エコドライブ及び自動車使用合理化の手法

（１）　エコドライブの手法

取組状況 内　　　　容

3 燃費の記録管理

燃費に関する定量的目標の設定

エコドライブマニュアルの作成・配布

エコドライブに関する教育・訓練の実施

3 エコドライブの実施(空ぶかし、急発進・急加速運転等の削減、冷蔵冷凍車の場合は荷室温度の適正化等)

3 駐停車時のアイドリング・ストップの徹底

優良ドライバーの表彰等

エコドライブ装置搭載車の導入

デジタル式運行記録計やテレマティクス等の導入・活用

エコタイヤ（省燃費タイヤ）の導入

アイドリング・ストップ装置搭載車の導入

エア・ヒーター、蓄熱マット、蓄冷式クーラー又はエア・ディフレクタの導入

外部電源による冷蔵等貨物室の空調管理を可能とする装置の導入

日常点検・整備マニュアルの作成・配布

日常点検・整備に関する教育・訓練の実施

3 日々の始業時点検・定期点検の完全実施

エアクリーナーの定期的な点検

3 運転日報の作成

計画事項

適正運転の実施

機器の導入

車両の維持管理

その他

エコドライブや使用合理化について、記述
式に加え、別様式で達成状況を数字でも
記入

＜計画書制度の報告様式＞

取組状況の報告については、
記述式を廃止し、基本、チェック式（達
成状況の数字入力含む）に統一し、記
述は特記のみに変更することを検討

記述入力の負担を軽減
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自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案●】 計画書及び実績報告書作成の負担感軽減のための見直し

＜グリーン経営認証制度の申請様式＞

エコドライブの実施等の状況について、
チェック方式で回答

計画書制度において、取組事項等につ
いて共通化を図れるものは、表現や文言
など統一感を出すように検討

事業者側の混乱を防ぎ、入力の負担
感（ストレス）を軽減
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●入力作業における負担感の軽減に向けた入力画面の改修

自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案２】 計画書及び実績報告書作成の入力画面改修

チャットボット

自動車環境管理計画書制度
事業者専用ページ

問い合わせ先
03-○○○○-○○○○

計画書の提出・変更

実績報告書の提出

所在地、メールアドレス等の変更

チャット欄・お知らせ欄

・
・
・

手続内容に応じた分かりやすい
ナビゲートボタンを新設

チャットやお知らせは引
き続きトップ画面に

・手続きの導線整理が不十分
→ファイルの送信ミス、問い合わせが多発

チャットボットによる
ナビゲーションも実施

画面改修のポイント

・ユーザー目線に立ったナビゲート
・サイト内に必要な情報を集約

現状

改修後
イメージ
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●車両ごとの登録番号、型式、走行距離、燃料使用量等の報告様式について、作成支援ツール導入を検討

自動車環境管理計画書制度の見直し

【対応案３】 計画書及び実績報告書作成の支援ツールの作成の検討

４　車両ごとの現況

ナンバー

プレート
後付け装置

排出

係数
排出量

使
用

の
本

拠

分
類

番
号

文

字

指
定

番
号

NOx
PM

低減

PM

低減
Nox PM CO2

NOx

(kg)

PM

(kg)

CO2
(t)

1 減車 1 練馬 302 す 4719 平成30年10月 小型・普通乗用車 DBA-NT32 1795 ガソリン 5985 775 0.013 0.000 2.32 7.72 0.1 0.0 1.8

2 減車 1 練馬 800 せ 1454 平成30年02月 小型・普通乗用車 CBA-TRJ150W 2335 ガソリン 3269 293 0.025 0.000 2.32 11.16 0.1 0.0 0.7

3 1 練馬 800 せ 3545 令和4年02月 普通貨物車 3BF-TRH216K 3225 ガソリン 417 130 0.070 0.000 2.32 3.21 0.0 0.0 0.3

4 1 多摩 800 そ 4543 令和4年02月 普通貨物車 3BF-TRH216K 3225 ガソリン 378 164 0.070 0.000 2.32 2.30 0.0 0.0 0.4

5 1 練馬 800 せ 4372 令和6年02月 普通貨物車 3BF-TRH216K 3275 ガソリン 575 149 0.070 0.000 2.32 3.86 0.0 0.0 0.3

6 増車 1 練馬 302 ぬ 3634 令和6年07月 小型・普通乗用車 6LA-AXAP54 2195 プラグインハイブリッド 588 78 0.006 0.000 2.32 7.54 0.0 0.0 0.2 ○ ○

7 増車 1 練馬 302 ぬ 874 令和6年12月 小型・普通乗用車 5LA-GNOW 2495 プラグインハイブリッド 601 80 0.013 0.000 2.32 7.51 0.0 0.0 0.2

8 2 練馬 330 と 6755 令和2年03月 小型・普通乗用車 DLA-ZVW52 1805 プラグインハイブリッド 10664 424 0.013 0.000 2.32 25.15 0.1 0.0 1.0 ○ ○

9 2 練馬 330 て 6757 令和2年03月 小型・普通乗用車 DLA-ZVW52 1805 プラグインハイブリッド 18895 637 0.013 0.000 2.32 29.66 0.2 0.0 1.5 ○ ○

10 2 練馬 331 ち 2817 令和2年06月 小型・普通乗用車 6AA-AYH30W 2615 ハイブリッド（ガソリン） 12364 1017 0.006 0.000 2.32 12.16 0.1 0.0 2.4 H32+20%以上 ○ ○

11 2 練馬 330 に 6758 令和3年05月 小型・普通乗用車 6LA-ZVW52 1805 プラグインハイブリッド 18374 690 0.006 0.000 2.32 26.63 0.1 0.0 1.6 ○ ○

12 2 練馬 330 な 5359 令和3年07月 小型・普通乗用車 ZBA-JPD20 2225 燃料電池（圧縮水素） 14487 121 0.000 0.000 0.00 119.73 0.0 0.0 0.0 ○ ○

13 2 練馬 330 ち 5361 令和3年07月 小型・普通乗用車 ZBA-JPD20 2225 燃料電池（圧縮水素） 21139 176 0.000 0.000 0.00 120.11 0.0 0.0 0.0 ○ ○

14 増車 3 多摩 344 ろ 524 令和6年09月 小型・普通乗用車 ZAA-ZE1 1795 電気 1552 241 0.000 0.000 0.00 6.44 0.0 0.0 0.0 ○ ○

15 2 練馬 330 て 5360 令和3年07月 小型・普通乗用車 ZBA-JPD20 2225 燃料電池（圧縮水素） 11897 99 0.000 0.000 0.00 120.17 0.0 0.0 0.0 ○ ○

15 2 練馬 330 そ 5362 令和3年10月 小型・普通乗用車 ZBA-JPD20 2225 燃料電池（圧縮水素） 14299 119 0.000 0.000 0.00 120.16 0.0 0.0 0.0 ○ ○

16 2 練馬 530 ぬ 1787 令和3年10月 小型・普通乗用車 6AA-HC27 2155 ハイブリッド（ガソリン） 2067 163 0.006 0.000 2.32 12.68 0.0 0.0 0.4 ○ ○

整
理

番
号

増

減

区

分

営
業
所

番
号

初度登録
年月

自動車種別 型式
車両
総重量

(kg)

燃
料

種
類

年間
走行
距離

（km）

年間

燃料
給油量
(L,Nm3

,kWh
,kg）

燃
費

等

燃
費

基
準

達
成

状
況

そ
の

他

車
両

区
分

特
定
低

公
害

・

低
燃
費

車
区

分

非

ガ
ソ
リ

ン
車

区

分

＜計画書制度の報告様式＞

＜事業者の燃費管理データ＞

作成支援ツール

燃費管理データの報告様式へ
の移行作業を支援するツール

サンプル
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自動車環境管理計画書制度の見直し

●公表サイトにおいて、進んで取組を実践している特定事業者を抽出できるよう検索機能を改修

【対応案４】 公表サイトにおける事業者検索機能
（進んで取組を実践している事業者が評価される仕組みづくり）

・現在は計画書及び報告書のみの公表
・検索項目は事業者名、所在地、業種、
保有台数及び計画書提出年度のみ

・検索項目は事業者名、所在地、業種、
保有台数及び計画書提出年度のみ

削減状況が優秀な事業者の公表イメージ

追加 ＜検索項目の追加＞(想定）
・ZEVの導入台数
・取組に係るキーワード
・CO2等の削減状況
・ISOやグリーン経営認証等の取得事業者

充実化

・サイトにアクセスするだけで、ステークホルダーにとって有意義な情報を得ることができる
・多様なニーズに応じた検索ができる

改修のポイント
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自動車環境管理指針の見直し

・特定事業者が、自動車がもたらす環境への負荷を低減するために取り組む措置等の内容を定める。
・特定低公害・低燃費車の導入のほか日常的に取り組むエコドライブや使用方法の改善等を促す自動車の使用の合理化について明示

８ エコドライブの取組
・ 二酸化炭素、粒子状物質及び窒素酸化物の排出削減
・ 計画的な燃料使用量の抑制
・ 自動車走行距離及び燃料使用量の定量的な把握

自動車環境管理指針の目的

内容（抜粋）
９自動車の使用の合理化の取組
・ 業種及び業態に応じた、二酸化炭素、粒子状物質及び
窒素酸化物の排出削減

・ 計画的な自動車走行距離及び燃料使用量を抑制

※具体的手法は別表にて記載

（例）エコドライブに関する教育・訓練の実施、アイドリング・ストップ装置搭載車の導入、共同輸配送の促進（配送等業務の共同化） など

社会環境の変化を踏まえてエコドライブ手法・自動車使用合理化の手法をアップデート
文献や自動車メーカー等へのヒアリングにより、最近の具体的な取組事例や効果的な手法を収集
【内容（例）】
・情報化・DXの進展（動態管理システム、プラットフォームによるアプリの活用等）
・輸送機器等の新技術の普及状況（自動運転等）
・物流の2024年問題（労働時間規制）によるドライバー不足や輸送力の低下、物流コスト高騰
・働き方の変化（テレワーク、オンライン会議の普及等）による自動車使用への影響

第1回検討会資料
再掲
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主な内容計画事項

燃費の記録管理、燃費に関する定量的目標の設定

適正運転
の実施

エコドライブマニュアルの作成・配布

エコドライブに関する教育・訓練の実施

エコドライブの実施、アイドリング・ストップの徹底

優良ドライバーの表彰

エコドライブ装置の装着や装置搭載車の導入

機器の
導入

デジタル式運行記録計、テレマティクス等の活用

エコタイヤ（省燃費タイヤ）の導入

アイドリング・ストップ装置搭載車の導入

キー抜きロープの導入

エア・ヒーター、蓄熱マット、蓄冷式クーラー、エア・ディフレクタの導入

外部電源による冷蔵等貨物室の空調管理を可能とする装置の導
入

日常点検・整備マニュアルの作成・配布

車両の
維持管理

日常点検・整備に関する教育・訓練の実施

日々の始業時点検・定期点検の完全実施

エアクリーナーの定期的な点検

運転日報の作成

【エコドライブの手法】 【自動車使用合理化の手法】

主な内容計画事項

共同輸配送の促進（配送等業務の共同化）

車両の有効利用
の促進

輸送能力の効率的な活用（車両の大型化、輸送ロットの平準化）

帰り荷の確保（空車の削減）、時間指定配送の弾力化

小口貨物の配送（宅配便等）における再配達の削減

積載効率が低い土曜日・日曜日の車両使用の削減

自家用貨物自動車による輸送から営業用貨物自動車による輸送へ
の転換

自営転換

鉄道輸送、運搬用自転車・二輪車、海運等の活用モーダルシフトの
推進

鉄道、バス等の公共交通機関の利用の促進

公共交通機関の
利用の促進

自転車シェアリングの利用促進、自転車・徒歩による移動の推奨

マイカー通勤の抑制、カーシェアリングの利用促進

通勤用巡回バスの整備

事業用自動車の自宅持ち帰りの抑制

アプリなどの活用、配車システムの導入・拡大

情報化の推進
VICS（道路交通情報通信システム）搭載カーナビゲーションシステ
ム等による渋滞回避

駐車スペース、接車バース等の予約システムの活用

物流拠点への集約による輸送の効率化物流施設の高度
化、物流拠点の
整備等 荷受け・仕分け業務の効率化のための物流拠点の整備等

ISO14001認証の取得、東京都貨物輸送評価制度の評価を取得、
グリーン・エコプロジェクトへの参加

環境マネジメント
システム等

東京都自動車環境管理指針別表の内容（現行） 第1回検討会資料
再掲
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自動車使用合理化における取組メニューについて、最新の動向や技術をもとに実効性の高い取組等を追加

自動車環境管理指針の見直し

取組内容計画事項（分類）見直しに当たっての視点

・ライフスタイルに合わせた配達場所（置き配、オープン型宅配ボックス、
コンビニ等での受取）指定サービスの実施

車両の有効活用の促進（小口
貨物の配送（宅配便等）にお
ける再配達の削減）

【車両の使用の効率化】
宅配便の再配達による環境負荷
の低減

・予約システムの導入、パレットやかご台車等を活用した荷役時間の削
減、パレット等の資機材の規格の標準化、出荷前準備の徹底

荷待ち・荷役時間の削減【物流の効率化】
発荷主・着荷主事業者として、物
流事業者と連携・協同した取組み

・納品頻度の見直し、共同配送の推進、緊急出荷や時間指定の削
減（物流事業者の配送計画への協力）

多頻度小口配送の改善

・車両動態管理システム導入による、走行ルートの最適化・積載率の
向上、危険運転検知による事故防止、自動日報作成による事務
作業負担の軽減
・ＡＩ配送による配送ルートの最適化

情報化の推進【新たな技術の活用】
運行管理、動態管理、
自動運転等システム導入

・ラストワンマイル配送の電動化
（ＥＶバイク、小型ＥＶ、自動走行モビリティ等の活用）

モーダルシフトの推進【輸送・移動手段の変化】
ラストワンマイルの電動化等

・環境性の優れたＺＥＶ（燃料電池車、電気自動車及びプラグイン
ハイブリッド車）の積極的な導入及び使用

車両の有効活用の促進（ＺＥ
Ｖの積極的な使用）

【その他】
ＺＥＶへの転換

自動車使用合理化の手法をアップデート
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